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社会資本整備を計画する際，計画主体はパブリック・インボルブメントを取り入れることが多くなり，そ

の過程で市民との情報伝達手段としてニュースレターをよく発行する．しかし，発行されるニュースレタ

ーの多くは単に情報を載せただけの，読み手を考慮しない，興味を喚起しないデザインであることが多い．

そこで本研究では広報資料にインフォグラフィックを導入した効果を，アイカメラを用いて検証した．広

報資料を閲覧しているときの視線データから相対瞳孔径と注視時間を抽出し比較したところ，インフォグ

ラフィックを導入したものの方が興味を惹いていることがわかった．
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1. はじめに

パブリック・インボルブメント(以下PI)は，市民の意

見を公共事業の計画に取り入れるために行われるプ

ロセスである．しかし，昨今の市民の社会基盤整備に

対する関心の低さからも分かるように，説明会等を開

催しても参加者が集まらない事例は少なくない1)．興

味の無い，関心の低いものに目を向かせることは容易

ではないが，宣伝・情報伝達手段の工夫次第で目を惹

くことはできる．PIプロセスへの参加を促す手法とし

て広報資料の制作・配布がよく用いられる．広報資料

を見てみると，情報量が過剰であることに気がつく．

ただ情報を載せただけの，読み手を考慮しない，興味

を喚起しないものが多い． 

上記の現状を改善する手段の1つとして，広報資料

にインフォグラフィックを用いることを提案する．イ

ンフォグラフィックとは「情報を視覚化したもの」で，

例として，図-1の文字数の多さが目立つ旧資料を，新

資料のように図や絵で表現する手法である．本研究で

はアイカメラを使用して人の瞳孔を観察し，インフォ

グラフィックによりどれだけ市民の興味・関心を惹く

ことができるかを定量的に検討していく． 

研究背景として，寺部ら2)，鈴木ら3)，Terabe et al.4)は
図-1 インフォグラフィック化前後の広報資料 
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広報資料を閲覧する際の読者の瞳孔径に着目し一連

の研究を実施したが，読者の興味を表す手法は複数存

在し，広報資料において瞳孔径がどのくらい興味を表

すことができるかということに関しては，十分明らか

にしてはいない． 

鈴木ら5)は瞳孔径と停留点の回数という二つの指標

を用いて実験を行い，事後調査により得られた被験者

が評価した興味順位との関係付けをおこなった．なお，

停留点とは，被験者が無意識に視線を止める生体反応

のことをいい，200～300[msec]の間，留まる視点のこ

とをいう． 

吉村ら6)は，より日常生活で折込チラシを読むよう

な環境設定のもと得られた実験データを分析した．実

験の概要は鈴木ら5)と同じである． 

2. 実験設定と分析方法

 本研究では計2種類の実験を行った．1つ目は既往研

究で用いた広報資料を基にインフォグラフィックを

用いた資料を作成し，これをチラシの束に混ぜ込み，

被験者に読んで貰うことで，普段のチラシを読む環境

を再現する．この実験方法は既往研究と同じ形式をと

っている．こうすることで広報資料の新旧で比較が出

来るようにした．2つ目は新旧の広報資料のみを読ん

で貰うことで2資料間の違いを探る． 

実験は2016年1月に行った．被験者は15人分採取し

たが，データの抽出率が良い10人で分析を行った． 

人の目を惹いたかを説明する指標として，相対瞳孔

径，注視回数，注視時間を用いた．相対瞳孔径とは，

実験中に記録した最大瞳孔径を100%とし，瞳孔径の変

化を相対値で表したもので，興味があるものを見ると

拡大する．注視回数はある範囲を注視した回数であり，

目を惹くものが多いほど多くなる．注視時間はある範

囲を注視した時間であり，見ているものが考えを要す

るほど長くなる．つまり，人目を惹く資料ほど瞳孔径

が大きく，注視回数が多く，注視時間が増えると仮説

を立てた7)． 

3. 分析結果 

本研究で得られた実験サンプルに加え，2012年に採

取された既往研究の実験サンプルを上記の3つの指標

で分析しなおした．図-2，図-3は平均相対瞳孔径，注

視時間計を各被験者間でそれぞれ標準化を行った状

態で，チラシごとの平均ポイントをグラフ化したもの

である． 

図-2より，資料の新旧で瞳孔径の変化に大きな差は

見られず，全体的に見ると携帯電話，家電，靴といっ

た商品の広告で正の値をとっている．つまり見る人に

身近なチラシに瞳孔径が反応していると判断して 

よいと考える．また，様々なチラシが並んでいる折込

みチラシの中で，広報資料は目に留まりにくいことが

わかる． 

図-3より，注視時間は家電が最も長い．これは紙面

に小さな写真が大量に並べられており，かつ紙面サイ

ズが最も大きいことが注視時間の増加に影響したも

のと考える．また，2012年の結果よりチラシ全体を通

して広報資料が長く見られていることがわかる．家電

チラシに次いで読まれた時間が長くなったことから，

チラシの内容としては人を読む気にさせるデザイン

であったと考えられる． 

図-2 相対瞳孔径平均ポイントの比較 
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図-3 注視時間平均ポイントの比較 
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図-4 相対瞳孔径の時系列変化の比較 

0

20

40

60

80

100

0 20 40 60

相
対
瞳
孔
径
[
%]

累積注視時間[s]

被験者No.4-2

相対瞳孔径(新) 相対瞳孔径(旧)

第 53 回土木計画学研究発表会・講演集

 2756



 図-2，図-3に共通して言えることとして，各チラシ

間で2012年との変化が大きい．2012年と同じ被験者数

10名で分析を行っているが,これでは被験者の影響が

大きく出てしまうと考えられる． 

図-4は，新旧の広報資料を同一被験者に読んでもら

った際の結果の1例である．多くの被験者で旧資料よ

り相対瞳孔径は上昇し，累積注視時間は延びた傾向に

あったので，「新資料は旧資料より相対瞳孔径は大き

い」，「新資料は旧資料より注視時間計は長い」と対

立仮説を立て，t検定(平均値の差の検定)を行った．表

-1，表-2より，相対瞳孔径の大きさでは，新資料は旧

資料より1%有意で大きいと言え，注視時間計の長さで

は，10%有意で長いと言えた．したがって，情報を文

で綴るより，図表で表現するほうが見る人の関心を惹

き，考えさせる力があると言える． 

4. おわりに

以上の結果から，チラシの束に紛れた状態であって

も，広報資料の工夫次第では目を惹き，理解し，参加

する意欲を駆り立てるとはいかないまでも，社会基盤

整備を認識させることができる可能性を見出した．今

回行った実験では，チラシ間のばらつきや単純な新旧

の比較によりインフォグラフィックの可能性を見出

したが，さらに広報資料が読まれた箇所に焦点を当て

細かく分析していくと，インフォグラフィックの有効

性を立証できると考える． 
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表-1 相対瞳孔径の検定結果 

No. 
新資料 

(%) 

旧資料 

(%) 
差(%) t値 P値 

3 28.91 20.35 8.55 

8.781 0.000 

4 45.61 39.11 6.50 

5 51.83 44.99 6.84 

6 35.17 32.87 2.30 

7 25.94 17.11 8.83 

8 53.37 45.16 8.21 

10 30.77 22.59 8.18 

11 34.05 23.11 10.95 

12 39.95 35.78 4.17 

14 33.08 27.68 5.41 

表-2 注視時間計の検定結果 

No. 
新資料 

(%) 

旧資料 

(%) 
差(%) t値 P値 

3 131.47 128.13 3.34 

1.414 0.096 

4 74.97 52.08 22.89 

5 48.83 37.97 10.86 

6 95.46 77.07 18.39 

7 74.10 95.58 -21.48

8 118.35 58.79 59.56 

10 45.72 70.43 -24.71

11 31.87 41.95 -10.08

12 80.08 33.97 46.11 

14 125.88 109.34 16.54 
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